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脆弱都市から包摂都市へ 
 

主 催 
大阪市立大学都市研究プラザ 

 
後 援 

日本居住福祉学会、NPOホームレス支援全国ネットワーク、大阪府立大学地域福祉センター 

一般社団法人インクルーシブシティネット（ICN）、こりあんコミュニティ研究会 
 

開催日程 
2013 年 2月 20日(水)～22日(金) 

 
（ICN 主催 ポストワークショップ 2 月 24 日(日)～25 日(月) 後掲 7 頁目） 

（大阪府立大学地域福祉研究ｾﾝﾀｰ主催 プレワークショップ 2月19日(火) 後掲 8頁目） 
 

開催場所 
大阪市立大学都市研究プラザ・市民交流センターにしなり、豊崎東会館及び大阪市内各地 

 
趣旨 

近年貧困の所在が都市へ移りつつある中、行政や研究者の間では貧困の都市化（urbanization of 

poverty）と認識されるプロセスが注目されている。脆弱な都市地域に居住し、社会的な困難にさらされ

ている集団のニーズにどう対応していくか、そして社会的排除に直面している不利地域を、(再)開発事業

等を通じてどのように再生していくかが焦点となっている。排除に立ち向かうために、不利を被ってい

る集団や地区住民の声も見逃ことはできない。 

経済や産業再編のグローバルな圧力によりさらされている日本、韓国、台湾、中国(香港特別行政地域

を含む)等、東アジアの国や地域は、安定した雇用どころか、ヘルスケア、教育、ハウジングを含む社会

保障、さらに市民権に至るまでの、あらゆる包摂的な社会システムへのアクセスにおいて、一層厳しい

現実にさらされている。これらの課題に取り組むため、私たちは、ここ数年にわたり、東アジアインク

ルーシブシティネットワークの設立に向けた努力を続けてきた。今回のワークショップはそのネットワ

ークのさらなる発展に向けた出発点となることが期待される。 

 
参加者 

各々の都市研究プラザ海外サブセンターからは3～10 名の参加が期待される。主催都市である大阪はこ

の限りではない。通訳機器の関係上、参加希望者は、下記問い合わせメールに問い合わせください。 

 
言語 

本ワークショップは逐次通訳により、それぞれの母語によって進められる。 

問合せ先・要旨提出先, E-mail: mizuuchi@ur-plaza.osaka-cu.ac.jp 

Tel : +81-6-6605-3442  Fax : +81-6-6605-2070 

 
アウトプット 

終了後にＵＲＰレポートシリーズとして刊行予定 

第 3 回 東アジア包摂型都市ネットワークの 
構築に向けた国際ワークショップ 

 



 2月20日（水）＠市民交流センターにしなり（大阪市西成区長橋2-5-33）       

 
9:50～10:00 水内俊雄 Mizuuchi Toshio 大阪市立大学都市研究プラザ教授 
開会の挨拶  

 

 Workshop 1： の現状理解と支援実践に関する経験の共有  

各国の実践経験を共有。第一は行政サイドの政策システムに関する報告(雇用支援制度-社会的企業、

ワークフェア等)、セーフティネット、移民政策、第二は、脆弱層の支援に向けた民間部門からの実践。 

 

弱者×実態と政策 
10:00～10:20 鄭 麗珍 Cheng, Li-Chen, 台湾大学社会工作系/教授 陳昱志 Chen Yu-Zhi、古登

儒 Gu Deng-Ru台湾大学社会工作系  

路上遊民の経済生活：生計維持、社会のサポートと福祉制度 

10:20～10：40 李 庭奎 Lee, Jeong Kyu ホームレス政策研究センター/研究員 

韓国のホームレス政策の変化と実態 

10:40～11:00 呉 衛東 Ng, Wai Tung    

2013 年における香港のホームレス問題 

 

 11:00～11:20 Coffee Break   

 

弱者×実践 
11:20～11:40 徐 貞花 Seo, Jung hwa全国露宿人福祉施設協会長・開かれた女性センター/所長 

ホームレス等の福祉と自立支援に関する法律制定後の路上野宿者支援システムにおける変化：アルコ

ール及びメンタルホームレスに対するメンタル相談を中心に 

11:40～12:00 金 俊希 Kim, Joon-hee 韓国都市研究所/研究員 

非住宅居住所帯の支援のための政策提案 

12:00～12:20 陳 錦添 Chan, Kam Tim   St. James  

香港における路上生活者の不利益 

 
 12:20～13:20 Lunch  

 

 Workshop 2：居住貧困層へのハウジング実践経験の理解と共有  

各国における実践経験の共有。第一は行政サイドの政策システムに関する報告(公共賃貸住宅制度及び

居住支援サービス等、)、第二に民間の居住資源(民間住宅ストック、支援組織・関連サービス)を活用

した居住貧困層対象の民間団体による居住支援。 

 
住宅×実態と政策 
13:20～13：40 徐 鐘均 Seo, Jong Gyun 韓国都市研究所/研究員 

雇用不安と二極化時代の居住政策の課題 

13:40～14:00 戚 居偉 Chick, Kui Wai 香港社区組織／コミュニティー・オーガナイザー 

香港の住宅問題にいかに臨むべきか 

14:00～14:20 江尚書 Chiang, Shang-shu 社會住宅推動聯盟/政策組長 

よちよち歩く：台湾近年社会住宅政策の進展と問題 



 

  14:20～14:40 Coffee Break   

 

 Excursion & Lecture 1：社会的弱者支援システムとハウジングと居住支援システムの理解 １  

同和地区及びエスニックコミュニティ(西成区北西部)の居住支援やコミュニティ活動の実態 

 

14:40～15:10 竹中伸五・田岡秀朋 Takenaka, Shingo, Taoka, Hidetomo（(株)ナイス） 

民間企業による直接住宅供給による生活困窮者への居住支援 

15:10～15:30 全 泓奎 Jeon, Hong-gyu（大阪市大都市研究プアザ）川本綾 Kawamoto,Aya、    

中西雄二 Nakanishi Yuji、岩山春夫 Iwayama Haruo、（多文化コミュニティワーク研究会）  

地域再生を促す社会体験型エスニックミュージアム構想の実現に向けたアクションリサーチ 

15:45～17:30 （株）ナイスさんによる巡検  

タイプ別経営住宅の見学と周辺地域の住宅リノベーションの実態視察 

17:30～18:30 全 泓奎さんによる巡検 

大韓民国居留民団西成支部と沖縄県人会会館の現地視察 

 

 18:30～20:30 Dinner 西成区鶴見橋商店街 中国料理店「鴻福」  

 

 2 月21 日(木) ＠豊崎東会館（大阪市北区長柄西 1-1-39）            
 

 Excursion 2：社会的弱者支援システムとハウジングと居住支援システムの理解 ２  

居住支援型社会的企業への巡検（兵庫県尼崎市） 

 

9:30～12:00 NPO 大東ネットワーク事業団、（社団）近畿パーソナルサポート協会 

運営している無料低額宿泊所（ホームレスの人々、居住困難層）と住居型有料老人ホーム（居住困難

荘）の現地視察 

 

 12:00～1２:40 移動  

 

 Excursion & Lecture 3：社会的弱者支援システムとハウジングと居住支援システムの理解 ３  

住宅困窮者、ホームレス、刑余者、ネットカフェ難民、フリーターなどへの居住支援組織の事例紹介

と巡検 

会場：大阪市北区 豊崎東会館及びその周辺 

 

13:10～13:40 益子千枝・平川隆啓Mashiko, Chie /Hirakawa, Takaaki よりそいネット大阪 

刑余者への生活、住宅支援 

 

13:40～14:20 Lunch  

 

14:20～14:50 小林 真 Kobayashi, Makoto NPO大東ネットワーク事業団理事長 

ホームレス・居住困難層への複合的な居住支援 

14:50～15:20 奥村 健 （社福）みおつくし福祉会 理事／更宿連（全国更生施設・宿所提供施



設・連絡協議会）会長 

移行型支援施設の役割とその運営を通して見える今日的課題 

15:20～15:40 岡本友晴・沖野充彦 Okamoto, Tomoharu /Okino, Mitsuhiko（社団）大阪希望

館 理事 

ネットカフェ難民、住居喪失者への就労居住支援 

 

 15:40～16:00 Coffee Break  

 

16:00～18:30 巡検 

更生施設、ホームレス自立支援センター、大阪希望館、周辺地域への巡検 グループ分けして実施 

 

 18:30-20:30 Dinner：豊崎東会館  

 
 
 

 2 月 22 日(金) ＠西成プラザ（大阪市西成区太子 1-4-3）                          

 

 Workshop 2 続：居住貧困層へのハウジング実践経験の理解と共有  

 
住宅×実践 
9:20～9:40 金 美貞 Kim, Mi Jung トゥコビ（=ガマ）ハウジング 

都市再生の新しいモデル、ドゥコビ(ガマ)ハウジング 

9:40～10:00 詹 竣傑 Chan, Chun-Chieh, OURs 專業者都市改革組織/執行秘書    

低所得者向け住宅更新の再考―台北市安康住宅更新案 

 

 

 Workshop 3：コミュニティ再生に向けた取り組みの理解と実践経験の共有 

社会的不利地域へのオルタナティブな都市再生、及び不利地域や社会的弱者支援のためのコミュニテ

ィワーカーの養成と組織マネジメント 

 

地域×実践 

10:00～10:20 白波瀬達也 Shirahase, Tatsuya 大阪市立西成市民館相談員／都市研究プラザ特

別研究員、 

単身高齢男性集住地域「あいりん地区」における西成市民館の実践 

 

 10:20～10:40 Coffee Break   

 

基調講演 
10:40～11:40 奥田知志 Okuda, Tomoshi NPO ホームレス支援全国ネットワーク理事長 

日本政府の生活支援戦略とホームレス支援：今後の日本のセーフティーナットに関する議論 

 

 11:40～13:00 Lunch  

 

13:00～13:20 朴 サラ  Park Sa Ra, ホームレス行動活動家 

チョッパン地域での活動と代案 



13:20～13:40 張献忠 Chang, Hsien-Chung 台北市社会局萬華福祉センター/ソーシャルワー

カー 

低廉住宅資源の活用による遊民の地域生活復帰支援-台北市萬華区における経験の共有 

 

13:40～14:00 彭 揚凱  Peng, Yang-kae  OURs 專業者都市改革組織 秘書長（台湾） 

都市における原住民住宅政策のオルタナティブな試み：新北市大漢溪三鶯部落事業 

 
地域×実態と政策 
14:00～14:20 黄 麗玲 Liling Huang 台湾大学建築と城郷研究所/准教授 

グローバリゼーション下における社会的不平等と社会的排除―台北萬華区における都市空間構造分析 

 

 14:20～14:40 Coffee Break   

 

 

 Excursion  & Lecture 4：社会的弱者支援システムとハウジングと居住支援システムの理解 4  

大阪市西成区あいりん地域（日雇労働者の街、簡易宿所街、生活保護者の街）におけるまちづくりの

取り組み 

 

15:00～15:30 ありむら潜、織田隆之 Arimura, Sen /Orita Takayuki （社団）インクルーシブ・

シティネット 理事 

あいりん地域のさまざまな居住支援の現状と課題 

15:30～18:00 （社団）インクルーシブ・シティネット ICN による案内 

あいりん地域の主要な居住支援、生活支援の団体視察 15 人×3グループに分けて視察 

 

 

18:30-20:30 Dinner： ルシアス 

 

 

 

 

 

  



 ポストワークショップ 日本の「社会住宅」の可能性と東アジアへの応用   

主催 
一般社団法人インクルーシブ・シティネット（ICN） 

 
後援 

大阪市立大学都市研究プラザ、大阪府立大学地域福祉センター、台湾社会住宅推進連盟 

 

 2 月 24 日(日) ＠大阪市東淀川区新大阪駅近隣、箕面市北芝  

社会的不利地域におけるまちづくりの実践を学ぶ。 

台湾社会住宅推進連盟 参加者：約 18名ほか  

 

11:00～12:00 寺川政司 Terakawa, Seiji（近畿大学） 

大阪市東淀川区（新大阪駅近隣）Nagaya-ten 及び近辺 現地視察 紹介 

14:00～16:00 寺川政司（近畿大学）、池谷啓介 Ikegaya, Keisuke（NPO暮らしづくりネットワー

ク北芝） 

箕面市北芝現地視察 紹介 

 

 

 2 月 25 日(月) ＠市民交流センターすみよし南（住吉区浅香）  

日本の居住福祉に関わるプロフェッショナルに登場願い、既存住宅のストック活用の事例、借上げ賃

貸住宅などの紹介及び、居住脆弱層への住宅施策、事業の紹介、および建築学がすすめている福祉住

宅化やそのほかの実践事例、日本の工夫の分かるものを紹介する。 

 
日本の「社会住宅」についてレクチャー  

10:15～11:00 佐藤由美 Sato, Yumi（大阪市立大学都市研究プラザ） 

日本の住宅制度と借上げ住宅をめぐる動き・論点 

11:00～11:45 山岸伸行 Yamagish,Nobuyuki（吹田市都市整備部住宅政策室 参事） 

大阪府吹田市における市営住宅の課題と将来 

11:45～12:30 森 一彦 Mori, Kazuhiko（大阪市立大学生活科学研究科） 

エイジング・イン・プレイス：超高齢社会の居住デザイン 

 

 11:45～13:15 Lunch  

 

13:15 ～15:00 ディスカッション  

日・台の住宅専門家のディスカッション（質疑応答） 

15:30～16:00 山本義彦 Yamamoto, Yoshihiko 部落解放同盟浅香支部 顧問 

同和地区浅香の就労支援、生活、福祉支援の成果と課題 

 

16:00～17:30                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

大阪市住吉区浅香地区現地視察  

 

連絡先：大阪市立大学都市研究プラザ、水内俊雄 mizuuchi (at) ur-plaza.osaka-cu.ac.jp 



  プレワークショップ 台北市における不安定居住者問題と非営利組織の役割  

大阪府立大学地域連携研究機構地域福祉研究センター主催: 公開研究会 

後援：大阪市立大学都市研究プラザ、(社団)インクルーシブ・シティネット 

 

「台北市における不安定居住者問題と非営利組織の役割」 

―東アジア先進国の福祉政策の現状と課題― 

  

 1990年代後半以降、日本や欧米諸国だけでなく、通貨危機の中で東アジア先進国においても若者を含む不

安定居住層問題が深刻となり、大きな社会的問題となり、様々な対応策がとられてきている。東アジア先進国の

一つである台湾・台北市においても 1990年代後半から民間非営利団体と連携しながら社会局（社会福祉部局）

や労工局（職安・労働部局）等による積極的な対応策が制限的な公的扶助制度を補う形で展開している。社会

局による専門のソーシャルワーカー採用、アウトリーチ手法といった新たな支援手法の導入、さらに裁量権のあ

る予算を活用した居住、医療、就労支援と地域生活のためのアフターケアなど、今日日本において大きな課題と

なっている「包括的な支援」が実施されてきている。台北

にみる不安定居住者問題と対応策、そして非営利組織の

役割についての紹介は東アジアにおける居住・就労支援

の在り方を理解する一助となろう。 

そこで、今回、台湾におけるソーシャルワーカー等を中

心に 2011年に設立された社団法人台湾灣芒草心慈善

協會の中心的役割を果たしている実践家のお二人の講

演を企画した。 

 

●日時 

2013年 2月 19日（火） 

●会場 

 阿倍野プラザ（大阪市立大学）―JR阪和線南田辺駅か

ら徒歩 3分、地下鉄御堂筋西田辺駅 1番出口より徒歩 8

分 右地図参照してください。 

 

●プログラム 

 受付 13:00～  開始 13:30～ 

  １  趣旨―台北における福祉政策研究の位置と意義について 13:30ー13:45 

中山 徹（地域福祉研究センター）   

 ２ 台北市における不安定居住者問題と非営利組織 13:45ー15:15 

   楊 運生（社團法人事務局長） 

    （休憩）  15:15ー15:30 

  ３ 台北市における職業・生活再建事業と社会保障制度（社会救助法など）15:30ー17:00 

   張 獻忠（社團法人理事長） 

 ４ 質疑応答  17:00ー17:30 

※参加費:無料 逐次通訳あり  ※終了後（18:00～） ミニ懇親会を予定。 

※連絡先 中山 徹 nakayama (at) sw. osakafu-u.ac.jp 




